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電源電圧100 V, 線路電流10 Aで限流を開始する低圧配電系統向けの2 kVA級の完全受動形磁気式
限流器を目指している。限流器は，図1に示すように系統内に直列に挿入し，図2に示す限流性能を実












 NVfclm                       (1) 
Ｎは巻数，ωは角周波数である。また，ΔUは限流器として動作し始める起磁力の振れ幅を示し，限流器
を含む回路の回路電流Ilinekとの間で次式が成り立つ。 
UNI linek                        (2) 
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図1 限流器挿入例    図2 実現されるべき限流器特性       図3 限流器の構造と測定回路 













寸法（av, ah, l, h）を変化させ各部の磁束密度（Bl, Bcr, Bcl, Br）を有限要素法によって解析した。永久
磁石の厚みをa=20 ㎜ とすると, 
























l       
図 4 直流偏磁点 




































図 9 磁気式限流器構成図 図10 磁気式限流器実験回路 
図12 限流動作時各部動作波形 
図13 限流器,限流率特性 図14 検討実験回路 









































（a） 力率総合負荷を進み力率 0.2 に設定 (b) 力率総合負荷を遅れ力率 0.2 に設定 
（a） 力率総合負荷を進み力率 0.2 に設定 (b) 力率総合負荷を遅れ力率 0.2 に設定 
図 16 限流器電圧・回路電流瞬時応答波形 (事故発生時：スイッチ開放
時)
図 15 限流器電圧・回路電流瞬時応答波形 (通常動作から限流動作) 
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図 18 過渡応答時間負荷位
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